
ヒト未成熟卵子から単為発生胚盤胞における、卵子加齢性

変化とタイムラプスによる動的変化および内細胞塊の関係

性 

 

 われわれはヒト卵子をマテリアルに、ヒト卵子老化の機序解明に関する研究を継続して行

っている 1)。ヒト個体加齢による卵子の質変化(卵子老化)は、近年施行件数が増加してい

る生殖補助医療(ART)の成績を考慮する際に重要な因子である。 

ヒト卵子研究では貴重なヒト卵子をマテリアルとして得る手段が研究のハードルとなる

が、われわれは自施設における ARTの廃棄胚のほか、婦人科悪性腫瘍手術時の摘出卵巣から

得た未成熟卵子を倫理委員会の承認を得て研究に供している。また、県外の他施設手術症例

においても、摘出卵巣からヒト卵胞液を回収し、自施設へ輸送後に、体外成熟培養(IVM)に

より未成熟卵子から成熟卵子を得て研究に供する手法を確立し、2019年に Reproductive 

Medicine and Biologyに報告している 2)。本研究では上記手法で得られたマテリアルをも

とに、未成熟卵子から IVMで得られた成熟卵に対する単為発生刺激により得られるヒト単為

発生由来胚盤胞までの一連のプロセスを、タイムラプス画像(TLI)を用いて検討している。

TLIの検討により、IVMにおける第 1極体放出のタイミングが、単為発生における卵割プロ

セスに関連していることが示唆された。これらの知見と、ヒト個体加齢の影響、染色体分離

に関するコヒーシン蛋白などとの関連性を現在検討している。 

本研究の中では、近年国内外の ARTにおいて用いられる着床前の胚異数性検査

(preimplantation genetic testing for aneuploidy, PGT-A)に関する検討も行っている。

TLIによる未成熟卵から単為発生胚盤胞に至る動的解析と、PGT-Aで用いられる次世代シー

ケンサー(NGS)による単為発生胚の異数性発生機序の関連性について検討中である。現在ま

で予備データとして、NGSを用いたヒト胚盤胞における栄養外胚葉(TE)生検における核型解

析と、内部細胞塊(ICM)を含む胚盤胞全体の核型解析を施行比較し、TEと胚盤胞全体の結果

の差異に関する報告を行った。今後単為発生胚に関しても、NGSによる核型解析、TLIによ

る細胞挙動の動的解析および分子生物学的な検討を加えていく。 


